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Ⅰ 研究の成果(1000字 程度)

(図表 も含 めて分か りやす く記入のこ と)

当研究室 ではこれ まで に,DAn(右 図)の 二つの酸無水物部位 の反応性 が

著 しく異な るこ とを利用 し,2種 類の ジア ミンを0.5当 量ずつ順 次DAnに

加 え ることで交互共重合 ポ リイ ミ ドがonepotで 合成 可能であ るこ とを見

出 してい る.本 研究プ ロジェク トは,特 異的 な反応性 をもつDAnを 用 い

て交互共重合 ポ リア ミ ド酸 な らび に交互共重 合ポ リイ ミ ドを合成 し,構 造

秩序を持っがゆえの物性や機能を見出すことを目的とした.具 体的には,ス ルホ基をもつ親水性

ジア ミンと疎水性ジア ミンを用いて親水基と疎水基が交互に配列 した両親媒性交互共重合ポ リ

ア ミド酸ならびにポリイ ミドを合成 し,そ れ らの分子構造 と会合挙動の相関を解明 し,そ して分

子集合体のサイズや形状を制御することを目的とした.そ の結果,疎 水性ジア ミンの化学構造が

変化させることで,水 中で形成する分子集合体のサイズや形状が変化 し,疎 水基の化学構造と分

子集合体のサイズの間に相関があることを見出した.ま た,交 互共重合ポ リア ミド酸とそれに対

応するランダムポリア ミド酸では,組 成が同 じにもかかわらず,水 中で形成する分子集合体のサ

イズは大きく異なる結果 となり,両 親媒性高分子の親水基 と疎水基の配列が,会 合挙動に大きく

影響を及ぼすことを見いだ した.ま たこの結果は,両 親媒性ポ リイ ミドに関 しても同様で,主 鎖

配列が会合挙動に大きく影響を与えることが明らかになった.さ らに,両 親媒性交互共重合ポリ

イ ミドは水中で自発的に会合 し,ミセルやベシクルそ してチューブ状の構造体を形成することを

見いだ した(Figure1).

これまで に も,両 親媒性

ブ ロ ックコポ リマーが水

中で,様 々な高次構 造体

を形成す る ことが知 られ

てい るが,ポ リマーの合

成 において緻密 な反応 条

件等が必要 であるのに対

して,交 互 共重合 ポ リア ミド酸な らび にポ リイ ミ ドにお いては,一 次構 造 を制御す るこ とで,つ

ま り疎 水基の化学構造 を選択す るこ とで,容 易に ミセル やベシ クルそ して チュー ブ状 の分子集合

体を構 築す ることが可能 となってい る.本 研 究プロジェ ク トは,特 異的 な反応性 をもつDAnを

利 用す るこ とで,一 次構造の精 密な制御 を可能 と し,構 造秩序 を持つが ゆえの物性や機能 の発現

に成功 した といえる.ま たポ リイ ミ ドは高耐熱性 を有 し,絶 縁性,力 学特性 な どに も優れた高分

子材料で あるため,分 子集 合体 の制 御 を可能 と した ことは,新 規 なナ ノ材料への応用 が期待で き

る.
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Ⅱ(1)学 術雑誌等に発表 した論文A(掲 載 を決定 された ものを含む.)

共著の揚合、申請者 の役割 を記載すること.

(著者、題名 、掲載誌名 、年月、巻号、頁を記入)

1)濱 田崇 ・大塚安成 ・坂本清志 ・高山俊雄 ・工藤一秋 「ポ リイ ミド・芳香族系高分子 最近

の進歩2005」2006年5月12日 公表予定
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Ⅱ(2)学 会において 申請者 が口頭発表 もしくはポスター発表 した論文

(共同研 究者(全 員の氏名)、 題名、発表 した学会名 、場所、年月 を記載)

1)○ 大塚安成 ・濱 田崇 ・坂本清志 ・工藤一秋,ス ルホン酸基を有す る両親媒性脂環式交互

共重合ポ リイ ミドの合成 と水溶液中での会合挙動,第54回 高分子学会年次大会,パ シフ

ィコ横浜,2005年5月25-27日

2)○ 濱 田崇 ・大塚安成 ・小林俊介 ・坂本清志 ・工藤一秋,ス ルホ ン酸基を有す る両親媒性

ポ リイ ミドの分子集合体形成,第58回 コロイ ドおよび界面化学討論会,宇 都宮大学工学

部,2005年9月8-10日

3)○ 濱 田崇 ・塚本清志 ・工藤一秋 ポ リア ミド酸の水中での会合によるナ ノ粒子形成

第54回 高分子討論会,山 形大学小白川キヤンパス,2005年9月20-22臼

国際会議

1)○ Takashi Hamada, Yasunari Otsuka, Seiji Sakamoto, Kazuaki Kudo, PACIFICHEM 2005

(Honolulu, Hawaii, USA, December 15-20,2005)


